
東京港の工事実施状況

10号地その2内貿多目的ふ頭岸壁（-8.5m）改良整備工事

◆ 工事件名 10号地その2内貿多目的ふ頭岸壁（-8.5m）

改良整備工事

◆ 施工箇所 江東区有明四丁目地内

◆ 事業期間 平成21年度～令和6年度

◆ 問い合せ先 担当部署：東京港建設事務所港湾整備課

連絡先：03-3471-0613

施工箇所

１ 施工箇所 ２ 工事概要

３ 工事の目的

東京国際クルーズ
ターミナル

海の森
水上競技場

国際展示場

利用船舶の大型化に対応し、

地震発生時にも緊急物資の輸送ができるよう

岸壁の改良を行っています。

（大型化13,000ﾄﾝ級 ⇒16,000ﾄﾝ級）
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10号地その2内貿多目的ふ頭岸壁（-8.5m）改良整備工事
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陸上部の地盤改良状況起重機船による据付状況（施工済）

５ 工事写真

10号地その2内貿多目的ふ頭岸壁（-8.5m）改良整備工事

舗装工事の状況


